
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人牧野寿太郎の上告理由について。

　原判決が確定した事実によると、所論権利金および統制額超過の賃料は、被上告

人が上告会社から賃借中の本件室明渡の不法な強制執行にあつて、自己およびその

家族の住居を失い、これを他に獲得するために真にやむをえずして支出した金員で

あつて、この支出が地代家賃統制令の禁止に違反するものであることはこれを否み

えないとしても、当時の社会情勢においては、特別の事情のない限り、右程度の権

利金と家賃とを支払うのでなければ、一家の住居とすべき家屋を入手できないこと

もまた事実であるというのである。かかる事実関係のもとにおいては、被上告人の

支払つた権利金および統制額超過の賃料も、上告会社の債務不履行により被上告人

が支出せざるをえなかつたものとして、その支出による損害と上告会社の債務不履

行との間に相当因果関係ありとし、上告会社にその損害賠償の義務あるものとした

原審の判断は正当である。所論引用の判例は本件に適切でない。論旨は採用するを

得ない。

　よつて、民訴四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員の一致で、主文のと

おり判決する。
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